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1.　はじめに

建設省土木研究所の依頼によD,レーザーレーダー方式を利用して,沿道地域の粒子状物質

の計測を行をうことを目的に設計･開発を行った, N2レーザーを光源に用hたレーザーレー

ダー装置の概要を報告する｡

2.装置の構成

本装置は,光源に発振波長337.1nmのN2レーザー装置を用hて卦b,受信部と送信部を上

下に重ねて一体化した二段構造に成ってtJlます.また送信部,受信部ケース全体を手動によ

って,容易に仰角,方位角の角度調整を行える構造に成ってhます｡本体外観を図-1と写

英一1に示します.

図-1
写真- 1

3.装置の特徴および性能

送信部,受信部の部品構成を図-2に)'ロック図で示します｡

基本的に①-④までが,送信部であD, ①～⑦までが受信部で㊥がデークー処理系とをbま

す｡

送信部において,光漁には,当社製の小塑N2レーザーを用いてhます｡このN2レーザーは,

低圧タイプであD,パルス停7nsec,ピーク出力170KWで,繰b返し　IOHzまで連続

可変できます｡高圧充電部に勘　ブルームライン充電方式を採用し,コンデンサーは長寿命

のセラミックコンデンサーを使用していますo ｢また,高圧パルス･スイッチ部には,ガス封

じ切bスイッチyグ素子を採用してtJlますのでメンテナンスは不要です.

次に　送信テレスコープとして,ガリレオ方式,倍率2のテL'スコープを使用し,オブティッ

クス材質は337.1nmの汲長に透過性のよh鯵敵石英を使用,また337･lnmのARコーティ

ングを施してあ9億すO
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データ-処空部-のト1)ガー信号に披,発振光を検出してこれを用いました｡

受信部におhては,受信テレスコープに主鏡口径〆200mm曲率半径1300mmのアルミ全反

射コーディングコンケーブミラーを使用し, 337.1nm中心波長でバンド停3mmのバンドバ

スフィルターと光電子増倍管,周波数特性DC-150MHz,増幅度10倍の前置増幅器を組み

合せて使用しせした｡

また,デークー処理部には,高遠A/D変換器として,ソニーテクトロエクス社製のプログ

ラマブルデジタルオシロスコープ2430塾(150MHz帯域)を使用しました.

これらの構成でのレーザーレーダー主要性能を表-1に示し,写真-2K, N2i/-　ザーレー

ダー装置で受信された実際の信号波形を示します.

図｣2

レーザーレーダー主要性能
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4.　をわDに

光源にN2　レーザーを用hることによJ>, YAGレ-ザーと比叡してみると水冷系が夜(装置

全体が小型にまとめられること,安価であb保守が容易であること,光電子増倍管の量子効

率が可視光レーザーよb紫外レーザー光を光源にした場合,か濠b効率が良くなる,夜ど此

華的良t^結果が想定され本装置を製作し,実験をはじめています｡
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